
令和７ 年２ 月22日（ 土）、 市民を 対象と し た野鳥観察会が行われま し た。 毎年人気の講習会だそう で今年

も 野鳥が好き な市民の皆様にお集ま り いただき ま し た。

毎年講師を務めて頂いており ま す麻布大学野鳥研究部（ やちょ けん） の皆様から ま ず初めに事前講習を受

けま し た。 双眼鏡の使い方と 「 今回見ら れる かも し れない鳥たち」 について資料を見ながら 見た目の特徴や

鳴き 方の特徴など教えて頂き ま し た。 毎年双眼鏡の貸し 出し をし てく ださ る 企業様にも 感謝です。

講義の後は実技演習ス タ ート ！４ 班に分かれ "やちょ けん "の講師に説明を 受けながら 各コ ース を 観察。

お天気に恵ま れた公園内は犬の散歩をさ れている 方が沢山おら れま し たが 、 野鳥も 逃げる こ と も なく 沢山観

察する こ と ができ ま し た。 私の班の皆さ んは日頃から 野鳥観察をさ れている よ う でと ても お詳し く 、 写真を

撮ったり と 楽し んでおら れま し た。

双眼鏡に慣れない私は、 肉眼で見つけた場所を特定する のが難し かったけれど 、 徐々に慣れてく る と 見つ

けら れる よ う になり 、 かわいい姿を確認する こ と ができ た時には喜びがあふれてき ま し た 。 沈殿池では水辺

にいる カモ達がこ んなにいろんな種類が共存し ている んだと びっく り し ま し た。

シジュ ウ カラ はネク タ イ のよ う な模様がある こ と から ネク タ イ と 呼ばれている 、 ま た他の野鳥にも 愛称が

ある など面白いお話を聞き ながら 観察でき と ても 楽し かったです。

会の目的は、「 市民を 対象と し て、 野鳥観察の基礎講習会及び県立相模原公園等での観察会を 行い、 自然

環境への関心を深める と と も に、 環境保全に対する 意識の向上を図る 」 と なっており ま すが、 私自身も 今回

二度目の参加ではあり ま し たが、 更に野鳥に興味がわき 、 自然界の生き 物が安心し て暮ら せる 環境をずっと

続けていかなければなら ないと 改めて思いま し た 。 そし て、 野鳥のこ と が分かる よ う になったら も っと 楽し

いだろう なと 思いま し た。

今回ご参加さ れた皆様、毎年講師を引き 受けてく ださ っている 野鳥研究会の皆様あり がと う ございま し た。

㈱オハラ 　 小松

■ 自然観察ウ ォ ッ チング「 野鳥観察会」

実　施　日： 令和７ 年２ 月22日（ 土）　 　 会　 　 場： 県立相模原公園、 相模原沈殿池 他　 　 参　加　者： 22人
講　 　 師： 麻布大学野鳥研究部（ 昭和37年に創設し 、 半世紀以上続いている 伝統のある 部活）
参加役員： ㈱ニコ ン 、 ㈱オハラ 、 日産自動車㈱、 三菱電機㈱
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